
「新潟中越地震」を教訓に、防災機能を備えた「道の駅」として整備し
ています。

（非常時の通信施設の確保）
無線機、専用回線の常備

（消雪装置の有効利用）
消雪用井戸水を
飲料水として利用
可能な「濾過装置」の配
備

（駐車場の活用）
緊急避難場所とし
て開放可能な駐
車場（テント・仮設
住宅・緊急物資搬
入）

（防災トイレ）
断水時にでも利用
可能なトイレ

「万葉の里 高岡」 防災機能の概要

（防災備蓄倉庫）
停電時の道路休憩
施設内、消雪装置、
トイレ内の電源を供
給できる発電機の
配備

－参考資料－

「万葉の里 高岡」 位置図
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道の駅「万葉の里 高岡」

一般国道８号

至 金沢

至 富山



１．所在地 一般国道８号 高岡市蜂ヶ島地先
２．施設面積 約１２，０００ｍ２（うち道路管理者 約８，５００ｍ２）
３．施設内容

１）駐車場 全 体：１１５台（大型４３台、小型７０台、身障者用２台）
うち道路管理者： ８５台（大型４３台、小型４０台、身障者用２台）

２）トイレ 道路休憩施設分： ２５器（男（小）１０器、男（大）３器

女１０器、身障者用２器）
地域振興施設分：１４器（男（小）６器、男（大）２器、女５器、

身障者用１器）
３）施設整備 国土交通省：道路情報提供施設（道路情報、ＴＶ映像、道路映像、

気象情報、リクエスト端末他）
防災備蓄倉庫（発電機、消雪用井戸水濾過装置）

高岡市 ：地域振興施設（地域観光情報コーナー、物産館、レスト
ラン、フードコーナー等）

「万葉の里 高岡」 計画概要

道の駅「万葉の里 高岡」 オープンまでの主な経緯

・平成１２年度：「高岡道の駅（仮称）検討委員会」を発足。
（委員会での主な検討内容）

○計画地の「道の駅」としての適正検討
○基本コンセプト及び基本方針の検討
○導入施設・施設規模の検討
○施設内容の検討（駐車場計画・施設ﾃﾞｻﾞｲｲﾝ・情報施設内容・ｻｲﾝ・交差点計画）

・平成１３年度：現地の地形測量
・平成１４年度：基本設計、地元説明、用地買収に着手
・平成１５年度：用地買収
・平成１６年度：用地買収完了、高岡市が駅名を募集→「万葉の里 高岡」に決定
・平成１７年度：工事着手、「道の駅」の登録申請→平成１７年８月１０日登録
・平成１８年度：オープン

供用開始までの経緯


